
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山と川と人とつながるたくましい子供」 城上小学校だより 

学校 HP は，こち

らからもご覧頂く
ことができます。 ＴＥＬ 0996-30-0593 令和６年２月２０日（火）発行    

 

「地域の宝 未来の宝」 
 

                            校長 佐藤 義明    

 

 「私は、地域の方にあいさつをしたり、行事に参加したりして、地域の方々と仲良くな

ることは、とても素敵なことだと思います。みなさんの地域にも、楽しいお話をして

くれる方や、色々な事を教えてくれる方々がいらっしゃると思います。その方々と、

積極的にふれ合ってみませんか。」    

 

 ２月３日（土）、節分のこと。 

 川内ライオンズクラブ主催「第32回青少年健全育成意見発表大会」が開催され、立野咲

和子さん（６年）が学校代表で参加しました。立野さんは「ふれあいの輪の中で」の演題

で意見発表し、地域の中で育まれたからこそ今の自分があり、地域の方々から多くを学び

成長していることを誇りに感じ、冒頭の言葉で結びました。自分の意見を、堂々と主張す

る姿がとても印象的であり、立派でした。そして、見事、優秀賞「南日本新聞社賞」にも

輝きました。 

 ２月11日（日）には、第18回薩摩川内市生涯学習フェスティバルが開催されました。そ

の中で、これまでの地域文化・伝統芸能の継承活動が評価され、城上町太鼓踊り小学生踊

り子のみなさんが、子ども表彰を受けました。 

 いずれも、魅力ある地域の中にある学校、地域の中で育つ城上の子を体現する明るいニ

ュースでした。心よりお喜び申し上げます。  

 一方で、最近、子供たちの「健康」について心配していることがあります。それは、近

年のスマホやインターネット等の普及によって、子供たちの睡眠時間と運動量が年々減っ

ていることです。せっかく、地域やＰＴＡ行事に参加しても、ゲーム機やスマホを持ち込

んでいる児童の姿を見かけることがあります。周りの人と関わらず、画面に一点集中し、

進んで身体を動かすことも少なくなりました。人間が最も人間らしさを発揮する「想像

力・理性・集中力・感情」等を司る脳の前頭前野は、十代から思春期まで成長し続けま

す。ところが、この時期の過度なインターネット利用は、その成長を阻害もしくは働きを

抑制することが分かってきました。「深く考えない・自分本位・すぐきれる・意欲低下・多

動で落ち着きがない」など人格形成に深く関わっています。 

しかしながら、これらの子供たちを取り巻く課題に、学校や各家庭が単独で対処するこ

とは難しい時代になりました。子供の健全育成のためには、学校・家庭・地域の三者が、

理念（ビジョン）を共有し、相互連携・協働することが大切です。例えば、スマホやゲー

ム機を使用させるのであれば、まず、ＰＴＡ内で議論を深め、全家庭が足並みを揃えて子

供と向き合う体制を整えてみませんか。その上で、地域とビジョンを共有し、時には厳し

く、時には温かくその包容力で子供たちを包み込んで欲しいと思うのです。 

子供は地域の宝、未来の宝なのですから。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（金）6年生を送る会・お別れ遠足 

 ４日（月）命を大切にする心を育む日 

      安全点検、集団下校 

 ５日（火）卒業式全体練習開始 

１３日（水）卒業式予行 

２１日（木）卒業式会場準備 

２２日（金）第77回卒業式 

２５日（月）修了式・離任式 

２７日（水）ＰＴＡ送別会 

【生活】身の回りの整理整頓を心がけよう 

【保健】かぜやインフルエンザの予防に努めよう 

３月の主な行事 【１月のいじめアンケートの結果から】 
  
今月は、SNSを介したトラブルがありました。

周囲からの情報提供で、比較的早く事実を確認

することができました。児童間で話をしたとこ

ろ、それぞれの投げかけた言葉の受け取り方に

ずれがあったことが分かりました。対面で話を

したことで相手の表情や声の抑揚などから相手

の気持ちを考えて対話できたようです。ＳＮＳ

上でのトラブルは周囲から見えにくいため、今

回のように気づいたらすぐに相談することが早

期解決につながると感じました。ＳＮＳ活用に

ついては、各家庭で単独で考えるだけではなく、

巻頭言のようにＰＴＡや地域・学校が連携して

取り組むことも大切ではないでしょうか。 

３月の生活・保健目標 

 １月23日（火）、本校において、平成中校区の３小・１中の先生方が集まり小中一貫教育全体研修

会を行いました。授業参観では、日々の授業の様子を見ていただくだけでなく、小中一貫教育の特色を

生かした、5年生による３小交流学習や中学校教諭と一緒に行う6年生の音楽、中学校教諭・ＡＬＴも

参加した３・4年生の外国語活動など、これまでの取組を生かし、様々な授業の在り方を提案しまし

た。その後の協議では、各教科や専門部に分かれ、今年度の振り返りも含めて活発な意見交換を行いま

した。これからも、｢未来に向かってたくましく生きる『ＨＥＩＳＥＩ＝ふるさと』の子どもの育成に

努めていきたいと思います。 

○青少年健全育成意見発表会     

南日本新聞社賞受賞        

立野 咲和子さん 

「ふれあいの輪の中で」 

○令和五年度薩摩川内市 

子ども表彰 

城上町太鼓踊り 

小学生踊り子 

 2月6日（火）に今年度最後の学校運営協議会
が、城上小学校・城上幼稚園を会場に開催されま
した。授業や施設を参観していただいた後に協議
を行いました。協議では、参観の感想や今年度の
取組についての意見が出さ 
れました。いただいた御意 
見は次年度の運営に生かし 
ていきます。詳細について 
は、別紙「こんたけ」冬号 
を御参照ください。 

 2月10日（土）、パフォーマンスアーティストのＫ＠ＩＴＯさんを 

お招きして芸術鑑賞会を行いました。開演前からＫ＠ＩＴＯさんの世 

界に引き込まれ、会場は終始盛り上がりを見せました。公演後のワー 

クショップでは、実際にシガーBOXや皿回し等の道具を使って体験活 

動を行いました。参加者の笑顔があふれる芸術鑑賞会になりました。 

 

【5年生の交流学習の様子】 【３・４年生の外国語活動の様子】 【先生方による協議の様子】 

【公演の一場面】 

【協議の様子】 

【発表の様子】 

【表彰後にみんなで】 


